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研究成果の概要： 

平成 19 年度は、インターネット上から全国国立大学法人教員養成系大学・学部における絵

画教育に関る授業シラバスを検索し、それらを一覧して要約的にまとめと共に、そこからキー

ワードを抽出し、それらの頻度をカウントして、現在行われている教育学部における絵画教育

内容の総体を俯瞰できるような資料作成を行った。また、同時にシラバスだけでは明確にでき

ないような事項、例えば絵画教育における「個性」あるいは「感性」をどう捉え、それをどう

教育の中で反映させているか等の、核心的事項に対して、直接全国の絵画教員にアンケート調

査を実施した。つまり、本研究のために必要な資料作成に初年度は費やされた。 
平成 20 年度は、前年度作成した資料に基づきながら、現行の教育内容の分析及びその分析

から浮上する共通事項と諸問題について、シラバス分析とアンケート結果の分析を行った。ま

た前年度二校の大学を訪問し、実際の授業内容を取材すると同時に各絵画教員に対してインタ

ビューをいったが、それらの資料も同時に活用しながら、絵画教育内容の構造化を進めて行っ

た。材料や表現手法という教育内容の表層的側面に対する授業は、殆どの大学において満遍な

く展開されているが、重要なことは「個性」や「感性」に密接に関わる自己発見や自己実現の

問題を、いかにして教育内容の中に明文化し、かつ教育方法として具体化していくかという点

にあることが、明らかとなった。つまり、学生に主体的に自己制作と作品について「反省」さ

せる有効な方策の模索が、とりわけ教育学部の絵画教育（ひいては全教科専門の教育）にとっ

て、極めて重要であることが明らかとなった。 
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１．研究開始当初の背景 
 教員養成系大学における絵画の教育は、担
当する教員の実技体験に基づく価値観や思
考に偏向する傾向が否めない。つまり、教育
内容に偏りがあり、普遍的内容が整備されて
いない現実がある。 
それは絵画だけに留まるものではない。教

員養成系大学・学部は、教員を養成するとい
う第一義的な目的を持っているので、教育内
容には然るべき系統性・構造性が必要である、
が、それが絵画をはじめとして実技系教科専
門科目の全てにおいて、殆ど整備できていな
いという背景が現在においてもある。 
 
２．研究の目的 
 上記背景を踏まえた上で、研究代表者小澤
の専門である絵画の領域から、大学における
教育内容の客観的構築を目的として本研究
は始められた。つまり、まずは教員養成系大
学・学部における絵画に関わる教育において、
本来何が教えられるべきか、つまり、必要と
されるべき教員養成系大学における絵画の
教育内容をつまびらかにし、それらを教科内
容構造のなかに位置づけること、それによっ
て指導者固有の価値観による偏向のない、普
遍的な絵画教育内容学が成立しえるのであ
り、その構築が本研究の目的である。 

それは言い換えれば、美術の実技系教科専
門科目「絵画」の客観的教育内容のガイドラ
インの作成とも言える。この研究をテストケ
ースとして、絵画だけではなく、彫刻・デザ
イン・工芸という他の実技教科専門科目の内
容学へ向けての提言もまたもう一つの目的
としてある。 
 
３．研究の方法 
 上記目的をもつ本研究にあたり、まずは国
立大学法人教員養成系大学・学部における絵
画に関わる教育内容についての現状の把握
から始めた。そのためにとった方法は、イン
ターネット上で国立大学法人教員養成系大
学・学部の絵画の授業のシラバスを可能な限
り検索し、それぞれの内容を要約し、それに
基づいて現在の絵画教育の実態を把握する
という方策であった（北海道教育大学～琉球
大学）。 

この検証作業にはかなりの時間を費やす
こととなった。検索当時（2007 年）におい
てネット上で検索可能なシラバスは100パー
セントではなく、またシラバスも常に更新さ
れているものではないものも含まれており、
データの抽出に様々な問題が発生したが、そ
れも全て含みつつ、総体を大きく掴まえると

いうことを主旨として作業を進行した。この
作業から現在各大学で行われている絵画に
関わる教育の概要、また内容に関するキーワ
ードが検出できた。 
以上の検証を通して具体的な絵画教育に

関る傾向が理解できた。またその具体的な傾
向から垣間見られる重要な諸問題が抽出さ
れたのであるが、それについては踏み込んだ
検討が必要と考え、全国の国立大学法人の絵
画教員のそれぞれがどのような考え方を持
っているかを、アンケートによって把握する
という方策をとることとした。 
このように、シラバス検証とアンケート調

査という二つの方法をとることによって、現
在の教員養成系大学の絵画教育の実態、そこ
で生じている問題や課題をおおむね把握す
ることができ、絵画教育内容の柱、その構造
のありかたを考える上で貴重な資料を得る
ことができた。また、授業実践を直接把握す
るために、他大学に調査に出向き（島根大
学・岡山大学）、そこでの絵画教員による幾
つかの授業実践例を見学し検証した。特に本
研究分担者である千葉大学教授加藤修氏か
らは、氏の絵画教育における実践例とそれを
行うに際しての教育理念について、詳しい研
究助言が寄せられ、本研究の遂行に大きな示
唆を与えることとなった。 
 
４．研究成果 

上記シラバス分析とアンケート分析、
及び大学訪問による実際の授業内容の
取材を活用しながら、絵画教育内容の構
造化を進めて行った。絵画表現に関わる
材料や表現手法等の教育内容について
は、いうまでもなくどの大学においても
満遍なく展開されている。しかし、最も
重要なことは、表現に内在する学生個々
の「個性」や「感性」とは一体何なのか、
またそれらに密接に関わる学生の内発
的な自己発見や自己実現の問題を、いか
にして教育内容の中に位置づけ教育方
法として具体化していくかという点に
あることが、明らかになっていった。そ
れは言い方を代えれば、学生に主体的に
自己制作について「反省」させる有効な
方策の模索ということであり、それがと
りわけ教育学部の絵画教育（ひいては全
教科専門教育）にとって、もっとも重要
であることが明らかとなってきたので
ある。  

この点を中心的テーマと標榜して行
われている授業は、シラバス分析上は殆
どないのが現状であった。教員がその点



 

 

に力点を置いているにも関わらず、それ
が具体的授業の方法として導入されて
いないのは、やはりその理念の具体化が
極めて困難な問題を孕んでいることの
証左といえる。技法や表現の表層の問題
の教育と、学生が主体的に制作を思考し、
そのなかから自己に関わる様々な問題
に気づき、かつ新たな自己の可能性を発
見していく精神活動、つまり主体的反省
の促進とその制作そして教育的理念構
築へのフィードバックの方法論の確立
を称揚していく教育のあり方、その内容
をも含めて、教育内容として構造化して
いく必要性が、本研究において明らかに
なったと言える。  

以上までが二年間での本研究の成果
である。この研究を通して、今後の筆者
の研究が、「反省」の有効な教育的方策
についての問題に焦点化されることが
明らかとなり、それを教育的にどう確立
していくのかという点に焦点化される
べきであることが理解された。  
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シラバス分析結果による現行の絵画教育内容図 

●絵画教育内容の内訳 

Ⅰ「表現の手法」の内訳 
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Ⅱ 「造形要素・造形力」の内訳 
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Ⅱ－１「描かれるモティーフ」の内訳 
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Ⅱ－２ 「造形要素」の内訳 
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Ⅱ－３ 「造形力」の内訳 
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Ⅲ 「制作過程」の内訳 
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Ⅳ「知的理解」の内訳 

0

5

10

15

20

25

絵

画

表

現

の
基

礎

技

法

史

表

現

の
変

遷

具

象

絵

画

抽

象

絵

画

近

代

絵

画

現

代

美

術

日

本

の
美

術

絵

画

表

現

と

は
何

か

知的理解

 
Ⅴ「個や主体性」の内訳 
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Ⅵ 「教育」の内訳 
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